
り 

. 

. 

. 

・ 

S 
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・ 

金木町ボランティア活動推進協議会が主催した平成14年度 

「だれでもできるやさしい講座」 の最後の講座となる『健康

食づくり』が 3月14日、中央公民館で開催されました。 

食生活の改善により健康の保持増進を図るための健康食づ

くりには約60人が参加。今回のメニューはイワシのバナナソース、卵まんじゆう、 

イカとワカメの辛し和えで調理方法の講習後、レシピを片手に早速調理を開始。 

お昼には全員で健康食を味わっていました。 

引き続き閉講式が行われ、14年度の同講座を終了しました。 、 

. 

. 

. 

. 

・ 

・ 

. 

. 

・ 

g
き
g
と
 

S 

・ 

た 
楽しい一国 

鑑 
3 月20日、第 2 保育所で修了式を 

控えた「ききょう組」 を囲んだおたのしみ会が行われました。 

ホールで行われたおたのしみ会は、はじめに児童たちが「大きなか

ぶら」 と 「七匹の子ヤギ」の劇を発表。続いて職員によるパネルシア

ター「ピーターパン」 では、ブラックライトに浮かぶ幻想的な絵に児

童たちは見入っていました。 

お昼には、エビフライや鶏のから揚げなどの美味しいごちそうを全

員で会食。この後、おもちゃなどのくじ引きが行われ児童たちは楽し

い一日を過ごしました。 

／ー 

. 

S 

S 

. 

. 

. 

きれら 棚奄 

 

S 

. 

S 

・ 

、 

金木川をサケが上るきれいなJIIにしようと、金木ライオンズクラブ（会長＝山

中政広）が主催した一回目となるサケ稚魚放流会を 3月22 
日、喜良市地区の金木川で行いサケの稚魚 5万匹を放流し

ました。 

放流会には地元の児童、父兄ら約百人がバケツを手に参

加。放流の説明を受けた児童たちは、体長 5センチ前後の

稚魚を歓声を上げながら次々と放流していました。 

放流された稚魚は、日本海、オホーツク海等を回遊し平

成18年10--11月頃に 2 -3％が帰ってくるそうです。 

. 

S 

・ 

・ 

S 

. 

. 

. 

・ 

S 

S 

S 

S 

S 

S 

・ 

・ 
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『奥②向事ニ誠』厩司 
日本郵政公社がスタートした 4 月 1日、金木郵便

局（局長＝山中啓三）でスタートセレモニーが行わ

れました。 

開局前に山中局長が職員に「真っ向サービス」 の

二jf ー ー ニ プ ー→ →ご 実現に向けてのあいさつ。午前10時には緑色から濃

紺色に変わった新しい制服を着用した外務職員のバ 

、郵便局を一斉にスタートしました。 

スタートにあたり山中局長は「公社になって良くなったと思われるような仕事をして

い。このためにサービス向上、地域への貢献、そしてこれまで以上にお客様の意見を 

れていきますので、町民の皆様の意見をよろしくお願いします」と話していました。 

一＝~ 

目 
昭和33年度金木中学校卒業生で構成している18日（会

長＝白川勝麿）が4 月13日、芦野公園新動物園広場の

ポニー厩舎周辺に吉野桜の苗木10本の植樹を行いました。 

18日会では、今年で還暦を迎える会員の記念に残る

ものとして今回の植樹を計画しました。 

当日参加した会員11名は、スコップやツルハシなど

を使って苗木一本一本を丁寧に植え心地よい汗をかいていました。 

植樹を終えた参加者たちは、きれいに揃った桜の苗木を見て「立ち枯れしないことを願っ 

ています」と話していました。 

       

 

（
二
）
 

エ
ア
ロ
ビ

ク
ス

の
練

習
に

出

か
け

て
い
た
娘
に
、
 

友
達

か
ら

電

話
が

あ
り
ま
し

た
。
 
横
文

字

の
弱
い

母
親
は
、
 

「
娘
は

今
、
 
ア
ク

口
いハ
 
ット
さ

行
っ

て
い

る
ず

」
 
と答
え
た
。
 

（
森
 
平

）
 

     

 

育

校
一
年
生

の
次

男
が

夏

休

み
に
、

ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し

て
、
 

ア
メ
リ

カ
で
、
 
留

学
す
る

こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
 

母
親
は

親
戚
や

近
所

の
人
に
 

「
お

い
の
息
子
ば
、
 

ア
メ
リ
カ

ヘ
ホ
ー

ム
レ

ス
に
や
る
ん
ず

」
 

と
自
慢
げ

に
、
 言
い

ふ
ら

し

て

い
ま
し

た
。
 

~
、
 一
 
）
 

「
横
文
字
に
弱
い
母
親
」
 

津
軽
弁
の
笑
い
話
こ
④
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野公園に 欄
 

「
金
木
の
か
た
り
べ
」
よ
り
 



10年目を迎えて 
東京ふるさと金木会も発足10年になリました。 
大過なく10年目を迎えられたのは町役場とふるさとの温かいご支援のおかげです。厚く感謝申し上げます。 

発足当時の役員で残っているのは数人になり、会員数は約 3倍（300名）になっています。関東在住の金木出 
身者の数の割にはまだ何分のーでしょう。知人、友人が関東方面に在住していたらぜひお知らせください。 
東京ふるさと金木会役員名簿を掲載します。 

役 	I識 氏 	名 出 	身 

会 	」縄 工 藤 源次郎 I漆 	枝 

IIIIJ 	会 	長 加 	藤 	●ti 什導 

fI 杉 山 利 雄 Ii~柏 木 

I' 荒 井 	隆 I易 の 川 

'I 「ョ 	「i 	長 	六 南 新 町 

I, 今 	修 	，ti 喜 良 市 

塀i 	可早 山 	」11 	平 	昌 南 羽i川丁 

p 藤 山 友 之 III 柏 木 

I.II 務理’ド 松 	尾 	修 	lfi rI 松”「 
副専務」」r'F Il-I 	谷 	勲 )II 	倉 

下誇イ「」甲’」‘ りて 	nl 	一一 	j交 菊ih〒川」‘ 

I' 越野 Cド「日）カネ JII 端i町‘ 

'I 杉村（に藤）久子 
I' III 	牛寸 	iE 	春 J"i 里予 	川丁 

I' 藤 井 南 判i町’ 

ク 仙 場 章 吾 若 松 lII丁 

刀 三 上 照 雄 嘉 	瀬 

役 職 氏 名 出 	身 

常任理事 大 橋 」言~ 一 喜 良 市 

" i片 崎 話I 嘉 	i頼 

'1 葛 西 I勝 11召 中「「lI町 

'I 文、I 馬 i台 りt 	音ド 

理 事 青 木 和 子 易h頼羽i川丁 

万 大 橋 唯 雄 岩 見 川」‘ 

ガ 岡 田 IH 子 l‘二,良 市 

F, 菊 1也 文 イt 見 山奇 川丁 

F, ra 山 勝 治 川 端｝明‘ 

I, 黒 川 文 博 中 柏 木 

'I IlI 谷 1吾 川 	倉 

F, 魯」l I． 勉 新 富 町 

F, 松 尾 弘 若 松日~」 

F, 「日 「日 勝 治 山］'i"~」一 

万 徳 田 ’肖 1免 川 端I 町“ 

万 角 「日 「専 南 新 町 

万 爪 田 リッ子 川 	倉 

役 職 」又 名 

I岨 「周 I鳴 海 子iミ リ」 

1；目 言炎 役 津 島 義 雄 

II 丹 場 雄 ifi 
II 笹 木 秀 i台 

東京ふるさと金木会総会事務局 

3 月30日旧）ぐ金木会、五所川原会、木造会、板柳会、下町青森県人会等合同で花見会を錦糸町猿江恩賜園で
開催しました。金木会柘名をふくめた120名が参加した花見会には、金木出身の歌手北川ゆきえさんも出席し
大変な盛り上がりでした。 

6 月29日に東京中野サンプラザで行われる10周年の懇親会にはふるさとの皆さんも大勢出席ください。お待
ち申し上げます。 

*5月1日から芦野公園内の特設テントで、甘酒を無料にて配布しますのでお立ち寄りください。 

【東京ふるさと金木会事務局】 W170-0002 東京都豊島区巣鴨1-3-22 アドニス天野 2F 

加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・FAX 03-3942-9171 

/'
7
 

国
民
年
金
保
険
料
納
付
 

案
内
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
 

四
月
上
旬
に
社
会
保
険
事
務

所
か
ら

平
成
十
五
年
度
国
民

年

金
保
険
料
納
付
案
内

書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
 

納
付
案
内
書
に
は
毎
月
分
の

納
付
書
の
他
に
、

口
座
振
替
申

出
書
と
前

納
用
の
納
付
書
も
同

封
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
は
、
 

お
近
く
の
金
融
機
関
や
郵
便

局

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

毎
月
金
融
機
関
な
ど

に
出
向

く
の
が

大
変
と
い
う
方
や

保
険

料
を
納
め
忘
れ

が
ち
の
方
は

口

座
振
替
や
前
納
制
唐hか
便
利
で
す
。
 

口
座
振
替
は

通
帳
、
印
鑑
、
 

納
付
書
を

も
っ

て
金
融
機
関
や

郵
便
局
の
窓

口
で
手
続
き
で

き

ま
す
。

ま
た
、

前
納
制
度
を
ご

利
用
に
な
る
と
保
険

料
が
割
引

さ
れ
る
た
め
、
と
っ

て
も
お
得

で
す
。
 

な
お
、
四
月
中
旬
に
な
っ

て

も
納
付
案
内
書
が

送
付
さ
れ

な

い
と
き
は
、

お
手
数
で

も
最
寄

り
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

学
生
納
付
特
例
の
 

申
請
を
忘
れ
ず
に
 

国
民
年
金

で
は
学
生
の
皆
さ

ん
に
納
付
特

例
制
度
を
設
け

て
 

い
ま
す
。
 

学
生
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
、
 

保
除
緯
」を
後
払
い
で
き
、
し
か
も
、
 

特
例
期
間
中
に

病
気

や
ケ
ガ

で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に

は
障
害

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

学
生
本
人

の
前
年
の
所

得
が

六
十
八
万
円
以
下
の

場
合
に
承

認
さ
れ
ま
す
の
で
、

殆
ど

の
学

生
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

希
望

さ
れ
る
学
生

の
方
は
、

町
役
場

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

既
に
二
十
歳
以
上

の
学
生

の

方
は
、

五
月
末
ま
で
に

申
請
す

る
と
四
月
分
か

ら
来
年
三
月
分

ま
で
の
保
険

料
が
対
象
に
な

り

ま
す
。

こ
れ
か
ら

二
十
歳
に

な

る
学
生

の
方
は
、

二
十
歳
の
誕

生
日
を

迎
え
た
ら

す
み
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
請
が
遅
れ
る
と
承
認
さ
れ

な
い
期
間
が

発
生
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、

こ
の
特
例
制
度
に

よ

っ
て
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ

た
期
間
に

つ
い
て
は
、

年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

十
年
以

内
で
あ
れ
ば

納
め

る
こ
と
が

で

き
ま
す
の
で

満
額
の
老
齢
基

礎

年
金
を

受
け

る
た
め
に
も
保
険

料
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

学
生

の
皆
さ
ん

は
、

こ
の
特
例

制
度
と
追

納
制
度
を

是
非
ご

活

用
く
だ
さ
い
。
 

星
年
金
梢
製
 ク

 



副院長 小堀 宏康 

麟
 

痛
風
と
は邑
ん
葛
麹
ぶ
ク
 

一
皮
膚
が
痛
み
を
伴
っ
て
赤
く
腫
れ

る
o
 

一
④
変
形
性
腰
椎
症
 

一
 
腰
椎
の
変
形
に
伴
っ
て
足
に
痛

一
 
み
がく
る
こ
と
も
が
あ
り
ま
す
。
 

一
⑤
偽
痛
風
 

ー
 
ピ
ロ
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い
 

ー
う
結
晶
起
こ
す
病
気
で
、
高
齢
者

一
も
膝
関
節
や
足
首
の
関
節
に
多
く

一
見
ら
れ
ま
す
。
 

一
⑥
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
 

ー
 
多
く
の
関
節
が
慢
性
的
に
痛
み
、
 

一
次
第
に
関
節
が
変
形
し

た
も
の
、
 

一
女
性
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
 

れ
て
対
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
 

園
置
酸
皿
建
『
は
 

血
液
中
の
尿
酸

の
濃
度
が

七

昭
／
配
を
正
常
上
限
と
し
、
こ
れ

を
越
え
る
も
の
が
「
高
尿
酸
血
症
」
 

と
い
わ
れ
る
状
態
で
す
。
何
ら
か

の
原
因
で
 
「高
尿
酸
血
症
」
 
が続

く
と
痛
風
発
作
が
お
き
ま
す
。
 

高
尿
酸
血
症
は
、
①
体
内
で
の

尿
酸
生
産
量
が
増
加
す
る
も
の
、
 

②
尿
中
へ
の
尿
酸
の
排
出
が
低
下

す
る
も
の
、
③
両
者
が
混
在
し
た

混
合
型
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
 

在
の
患
者
数
は
推
定
三
〇
、
六
〇

万
人
位
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
痛
風
の
発
症
年
齢
も
、
五
 

O
歳
代
に
あ
っ
た
の
が
若
年
化
し

て
三
〇
歳
代
に
ピ
ー
ク
が
移
っ
て

き
た
の
も
特
徴
で
す
。
 

ま
た
、
痛
風
の
患
者
さ
ん
に
は

高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
 

肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
合
併

す
る
割
合
も
高
い
の
で
、
心
筋
梗

塞
や
脳
血
管
障
害
な
ど
生
命
を
脅

か
す
病
気
の
発
症
率
を
高
く
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
痛
風
発
作
に
よ

る
激
痛
は
「
治
療
が
必
要
だ
」
と

い
う
体
の
危
険
信
号
で
あ
る
と
認

識
し
て
く
だ
さ
い
。
 

痛
風
は
圧
倒
的
に
男
性
に
多
い

病
気
で
す
。
理
由
は
、
痛
風
の
原

因
と
な
る
尿
酸
の
血
液
中
の
濃
度

が
女
性
よ
り
も
男
性
の
方
が
高
い

か
ら
で
す
。
 こ
れ
は
女
性
ホ
ル
モ

ン
に
腎
臓
か
ら
尿
酸
の
排
池
を
促

進
す
る
作
用
が
あ
る
か
ら
で
す
。
 

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
、
腎
臓
に

お
け
る
尿
酸
の
排
出
を
低
下
さ
せ

る
な
ど
、
血
液
中
の
尿
酸
値
を
上

げ
る
働
き
が
あ
り
、
酒
の
種
類
を

問
わ
ず
過
剰
摂
取
は
厳
格
に
慎
む

べ
き
で
す
。
と
く
に
ビ
ー
ル
は
プ

リ
ン
体
を
多
く
含
む
こ
と
、
他
の

酒
類
よ
り
高
カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
こ

と
か
ら
肥
満
を
助
長
す
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
 一
日
の
目
安
と

し
て
は
ビ
ー
ル
な
ら
五
〇
〇
戒
、
 

日
本
酒
で
は
六
〇
戒
以
下
に
し
ま

し
ょ
、つ
。
 

③
運
動
の
推
奨
 

食
後
一
時
間
以
降
に
毎
日
継
続

で
き
る
よ
う
な
軽
い
運
動
を
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
過
度
な
運
動
は
ス
ト
レ
ス
と

な
り
、
逆
に
尿
酸
値
が
上
昇
し
ま

す
。
 

④
薬
物
治
療
 

医
師
か
ら
薬
に
よ
る
治
療
が
必

要
と
さ
れ
た
ら
、
病
型
分
類
な
ど

に
よ
っ
て
治
療
薬
を
選
択
し
ま
す
。
 

g 

戸
」
一
 

痛
風

・
高
尿
酸
血
症
は
代
表
的

な
生
活
習
慣
病

の
ひ
と
つ
で
す
。
 

食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
う
肥
満
の

増
加
や
過
食
傾
向
は
多
く
の
生
活

習
慣
病
の
温
床
と
な
る
の
で
、
食

事
療
法
、
飲
酒
量
の
制
限
、
適
切

な
運
動
治
療
が
大
切
で
す
。
気
に

な
る
方
は
、

一
度
病
院
で
痛
風
の

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

高
尿
酸
血
症
に
対
し
て
尿
酸
値

を
下
げ
、
痛
風
発

作
や
腎

障
害
 

（
痛
風
腎）
を
避
け
る
こ
と
が
治
療

目
標
と
な
り
ま
す
。
ま
た
肥
満
、
 

高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
な
ど
の
合

併
症
も
多
い
こ
と
か
ら
、
生
活
習

慣
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
 

①
食
事
療
法
 

高
尿
酸
血
症
の
患
者
さ
ん
は
肥

満
傾
向
に
あ
り
、
 糖
尿
病
治
療
に

準
じ
た
食
事
療
法
が
必
要
に
な
り

ま
す
b
ま
た
、
尿
酸
の
も
と
と
な

る
プ
リ
ン
体
の
過
剰
摂
取
も
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
プ
リ

ン
食
は
動
物
の
内
臓
、
魚
の
干
物
、
 

乾
物
な
ど
が
あ
り
、
制
限
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
 

②
飲
酒
制
限
 

あ
る
日
突
然
足

の
親
指
の
付
け

根
が
赤
く
腫
れ
て
痛
み
出
し
ま
す
。
 

数
日
間
は
激
烈
な
痛
み
が
あ
り
歩

行
が
困
難
に
な
り
ま
す
が
、
十
日

程
た
つ
と
全
く
症
状
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
 

こ
れ
が
痛
風
発
作
の
特
徴
で
す
。
 

し
か
し
、
病
気
が
治
っ
た
と
思
い

放
置
し
て
お
く
と
、
こ
の
発
作
を

繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
足
首
や

膝
関
節
ま
で
腫
れ
始
め
た
り
、
腎

臓
な
ど
の
内
臓
も
障
害
さ
れ
て
き

ま
す
。
 

尿
酸
は
プ
リ
ン
体
と
呼
ば
れ
る

物
質
の
ひ
と
つ
で
す
。
D
N
A
や
 

R
N
A
と
呼
ば
れ
る
核
酸
や
A
T
 

P
と
い
う
生
体
ェ
ネ
ル
ギ

ー
物
質

が
体
の
中
で
代
謝
さ
れ
老
廃
物
と

な
っ
た
の
が
尿
酸
で
す
。
尿
酸
は

正
常
の
体
内
に
も
存
在
し
て
い
ま

す
。
血
液
な
ど
の
体
液
に
溶
け
て

循
環
し
、
腎
臓
で
尿
の
中
に
漉
さ
 

4
 

一
0
 

2
 

M
 

テ
 

ー
 

痛
面
！酬
鳳
因
は
？
 

尿
酸
と
い
う
物
質
が
関
節
内
で

結
晶
化
し
関
節
腔
に
遊
離
す
る
と
、
 

白
血
球
に
貧
食
さ
れ
て
関
節
炎
が

起
き
ま
す
。
こ
れ
が
痛
風
発
作
で

す
。
 

「
痛
国
と
似
尼

病
り
気」
 

足
の
病
気
で
痛
風
と
問
違
え
や

す
い
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
 

①
外
反
母
跳
 

足
の
親
指
の
付
け
根
が
外
側
に

曲
が
っ
た
状
態
で
、
変
形
の
み
な

ら
ず
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。
 

②
変
形
性
骨
関
節
症
 

加
齢
に
伴
う
骨
、
軟
骨
の
変
性
。
 

③
蜂
窟
織
炎
 

皮
下
に
細
菌
感
染
を
起
こ
し
、
 

「酬
副
I
回
 顔
 
馴
 

日
本
で
は

一
九
六
O
年
以
前
は

痛
風
は
ま
れ
な
疾
患
で
し
た
。
し

か
し
、
食
生
活
の
欧
米
化
や
ァ
ル

コ
ー
ル
の
摂
取
量
の
増
加
に
伴
っ

て
、
年
々
急
増
し
て
い
ま
す
、
現
 

5年4 
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南 捌（寿 人）喜良市

さやか（一 三）金 木 

	

つき 	か 

月 佳（祐 則）中柏木 
こう た ろう 

光太郎（光 平）川 倉 

	

り 	り 

梨 吏（光 ー）神 原 

	

ゆう 	や 

裕 也（新 也）嘉 瀬 
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郎
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夫
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この欄は金木町に住所を有している方々を掲載しています。 

、掲載を希望しない方は町民課窓口に届出の際申し出てください。／ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
 

方
は
企
画
観
光
課
ま
で
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、
一ニ
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I 

、
伝
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

ロ
三
月
十
三
H
 

腕
時
計
 

（
シ
ル
バー
・
黒
皮
バ
ン
ド）
 

青
森
銀
行
駐
車
場
 

ロ
一ニ
月
二
十
五
日
 

ネ
ッ
ク
レ
ス

（
銀
色
）
 

岡
田
フ
ル
ー
ッ
前
路
上
 

。
四
月
二
日
 

自
転
車
（
ミ
ヤタ
・
銀
色
）
 

金
木
病
院
職
員
駐
車
場
 

心
当
た
り
の
方
は
金
木
警
察

署
落
し
物
係
ま
で
 

蝦名 さやかちゃん（ 2 月27日生） 

、 

さっちゃん 早く仲良く遊ぼうね 
（姉 杏華より） 

こう た ろう 

其 田 光太郎くん（ 3 月1旧生） 

大きくなったら一緒にキャッチボールしような！! 
（父 光平より） 

ゆう や 

平 川 裕 也くん （ 3 月12日生） 

、 

元気に育ってほしい 
（両親 新也・美代子より 

\ 

3月末現在 前年同月比 

男 	5, 584人 △ 13人 

女 6,213人 △ 29人 

計 11, 797人 △ 42人 

世帯数 4, 064 	32 
r 
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